
ＲIＳＭ方針 
リーテム統合マネジメントシステム （Re-tem Integrated System of Management） 

 

 

［理念］ 

株式会社リーテムは、事業活動を通じて社員全員参加のもと、地球環境の保護及び保全のために積極的に行動するとともに、顧客・社員・地域社

会等の利害関係者のリスクに関する要請を的確に捉えて、安全、健康、利益、情報セキュリティの確保と維持に努力する。 この理念を事業活動

の全ての面に反映させるための指針として、次のとおり基本方針を定める。 

 

 

［基本方針］ 

■ＲＩＳＭ基本方針 

 

１． 活動組織を整備し、ＲＩＳＭマニュアルを定める。 

全社員が本ＲＩＳＭ方針の内容と重要性を理解しマニュアルの内容や管理策を実践できるよう、教育と訓練を行う。 

 

２． 目的・目標を定めて全社員がＲＩＳＭ活動を行うとともに、環境保全、情報セキュリティ、法令遵守、労働安全衛生などの観点を考慮したリスク 

の評価を行い、管理策を計画・実施する。 

 

３． リスク回避・予防の情報を共有して全社員の環境意識、危機意識を高めるために、顧客、地域住民、同業者、業界団体、関係官庁など社外とのコミ 

ュニケーションを図ると共に、社員からの情報収集による社内のコミュニケーションを円滑かつ積極的に行う。 

 

４． 内部監査と有効性評価の実施により、目的・目標に向けたＲＩＳＭ活動状況、管理策の推進状況、およびＲＩＳＭシステム全体の有効性を見直 

し、継続的な改善を図る。 

 

５． 本ＲＩＳＭ方針を社内に掲示して全社員に周知させるとともに、社外に公表する。 

 

 

■環境管理（ＩＳＯ１４００１）の重点項目 

 

□ 資源の有効活用のために、原料としての廃棄物の適正な管理と先進的な処理技術・プロセスの開発努力により、リサイクルの質の向上を図る。 

□ 環境関連法規制値を遵守するとともに、自主基準値を設定し、環境汚染の予防に努める。 

□ エネルギー資源を有効に活用し、使用量の削減に努める。 

□ 各工場で受け入れるすべての物の収集運搬・荷受から搬出に至る全工程において、環境管理と事故の発生防止の向上に努める。 

 

 

■情報管理（ＩＳＯ２７００１）の重点項目 

 

□ 自社の情報資産をセキュリティ上起こりうる危険や脅威から保護するとともに、それら情報資産の機密性、完全性、可用性を維持する。 

□ 顧客の情報資産をセキュリティ上起こりうる危険や脅威から保護するとともに、それら情報資産の機密性、完全性、可用性を維持する。 

 

 

■リスク管理（ＪＩＳＱ２００１）の重点項目 

 

□ コンプライアンスの重要性についての社員教育を全社において継続して実施する。 

□ 法令・規制（国際取引における相手国法規制・モラル含む）、取引先との契約、および社内の総ての規範の遵守を徹底する。 

□ 事務所及び工場においては、安全と労務の管理に留意し、物理的な安全対策、安全教育及び施設の維持管理を徹底する。 

□ 廃棄物処理における委託先、売却先については、処分または使用目的を確認するためのトレーサビリティを確保し、当社から 

の物流に関して完結性に留意する。 
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